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質
問
消
防
署
跡
地
の

活
用
は
、
そ
の

隣
接
す
る
学
童
保
育
も
一

体
的
に
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
、
町
の
考
え
は
。

答
弁
政
策
推
進
課
長

　

町
の
情
勢
や
財

政
状
況
等
を
考
慮
し
、
隣

接
す
る
放
課
後
学
童
ク
ラ

ブ
の
移
転
も
視
野
に
消
防

署
跡
地
の
一
体
的
活
用
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。質

問
西
中
学
校
の
体

育
館
跡
地
の
有

効
活
用
を
。

答
弁
学
校
教
育
課
長

　

体
育
館
跡
地

は
、
学
校
管
理
下
に
置
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
体
育

まちづくり

消防署跡地の活用は隣接地と一体で
一体的活用を図ります

髙橋さゆり議員

有
し
続
け
る
こ
と
は
財
政

的
に
も
厳
し
い
状
況
で

す
。
一
刻
も
早
く
活
用
方

針
を
決
定
し
、
民
間
活
力

な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

◎
第
67
回
小
川
町
七
夕
ま

つ
り

の
授
業
や
部
活
動
に
お
け

る
代
替
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問
西
中
学
校
は
地

域
の
学
校
で
あ

り
、
災
害
時
の
防
災
拠
点

に
な
っ
て
い
る
。
学
校
開

放
、
例
え
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
が
で
き
る
場

所
に
で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁
教
育
長

　学
校

教
育
活
動
に
支

障
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
町
の
財
産
で
も
あ

り
ま
す
し
、
大
い
に
地
域

の
方
に
体
育
館
跡
地
も
含

め
、
施
設
や
敷

地
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
の

は
、
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
と
捉

え
て
い
ま
す
。

質
問
旧
上

野
台

中
学
校
の
跡

地
利
用
は
。

答
弁
政
策

推
進

課
長

　町
が
普

通
財
産
と
し

て
、
施
設
を
所

木質バイオマス発電での電気の自給
（岡山県真庭市）

ら
農
業
用
住
宅
機
構
バ
ン

ク
を
立
ち
上
げ
、
新
規
就

農
者
の
定
住
に
向
け
、
相

談
等
と
あ
わ
せ
て
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
ま
す

　

④
当
町
に
は
生
ご
み
の
バ

イ
オ
マ
ス
活
用
等
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
実
践

者
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
技

術
や
経
験
等
を
活
か
す
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

態
の
把
握
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す

　②
多
子
世
帯

へ
の
経
済
的
支
援
策
と
し

て
、
国
の
基
準
に
基
づ
き

負
担
金
の
軽
減
や
就
園
奨

励
費 

の
支
給
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
施
策
的
な

意
味
で
の
住
居
支
援
は
行

な
っ
て
い
ま
せ
ん

　③
当

町
で
有
機
農
業
研
修
を

し
、
そ
の
後
、
新
規
就
農

を
希
望
す
る
者
が
多
い
た

め
、
平
成
20
年
よ
り
「
小

川
町
有
機
農
業
推
進
協
議

会 
 

」
を
発
足
。
26
年
か

質
問
①
増
田
寛
也
編

著『
地
方
消
滅
』

に
つ
い
て
、
ど
う
思
っ
た

か
　②
多
子
世
帯
の
経
済

的
支
援
、
住
居
支
援
の
現

状
は

　③
当
町
の
新
規
就

農
希
望
者
へ
の
定
住
施
策

は
な
い
の
か

　④
「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
等
、

バ
イ
オ
マ
ス
関
連
の
研
究

人
材
育
成
の
拠
点
づ
く
り

に
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

答
弁
政
策
推
進
課
長

ほ
か

　①
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進

展
は
当
町
で
も
よ
り
顕
著

で
、
強
い
危
機
感
を
持
っ

て
受
け
と
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
打
ち
ひ
し
が
れ
ず
に

デ
ー
タ
を
集
め
、
人
口
動

まちづくり

町が消える前に何をすべきか
人口動態の把握に努めたい

金子美登 議員

前向きな答弁が町を
元気にするんだよねぇ〜

水
道
計
画
の
指
定
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て

の
町
管
理
な
ど
町
に
よ
る

支
援
は
で
き
な
い
か

　③

み
ど
り
が
丘
地
区
及
び
深

田
地
区
の
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
は
、
そ
の
傾
斜

地
の
地
権
者
が
町
で
あ
る

こ
と
か
ら
不
安
解
消
を
住

民
は
強
く
求
め
て
い
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。

質
問
住
宅
団
地
で
の

定
住
促
進
に
つ

な
が
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
の
支
援
策
は
。

　①
東
小
川
地
区
を
は
じ

め
と
し
た
、
ガ
ス
導
管
の

劣
化
に
伴
う
宅
地
内
の
導

管
更
新
事
業
に
お
い
て
、

工
事
費
用
の
補
助
を
国
や

県
、
町
で
実
施
で
き
な
い

か
　②
深
田
地
区
の
下
水

道
施
設
の
劣
化
に
伴
う
施

設
更
新
事
業
は
、
公
共
下

イ
ン
フ
ラ
整
備

ガ
ス
導
管
更
新
事
業
に
費
用
の
補
助
を

井口亮一 議員

答
弁
都
市
政
策
課
長

ほ
か

　①
現
状

の
枠
組
み
の
中
で
は
難
し

い
で
す
。
住
民
の
声
を
聞

く
中
で
、
公
益
的
な
観
点

か
ら
行
政
が
支
援
し
て
い

く
部
分
を
整
理
し
、
国
や

県
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
で

す

　②
深
田
下
水
管
理
組

合
で
は
、
計
画
的
な
管
路

更
新
や
運
転
管
理
な
ど
に

「力強い」支援策が
住民の定住につながる！

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
技
術
的
な
相
談

や
指
導
に
つ
い
て
継
続
し

た
い
で
す

　③
民
地
で
は

な
く
官
地
で
す
の
で
、
町

に
管
理
責
任
が
あ
り
ま
す
。

防
災
の
観
点
か
ら
は
、
予

算
措
置
が
で
き
れ
ば
定
期

的
あ
る
い
は
大
雨
の
後
な

ど
、
専
門
業
者
に
よ
る
現

地
の
調
査
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。みどりが丘 2丁目土砂災害特別警戒区域

歴史、文化誇れる小川町を
何としても再生しよう

モデルタウン事業として、研修や普及
啓発活動、実験ほ場の展開をしています。

私立幼稚園に在園する満３・４・５歳児の保護者を対象に、所得の状況に
応じて保育料等の一部を補助（６万2,200円〜30万8,000円の間）があります。

西中体育館跡地

水
道
計
画
の
指
定
や
コ

質
問
住
宅
団
地
で
の

ガ
ス
導
管
更
新
事
業
に
費
用
の
補
助
を

「力強い」支援策が「力強い」支援策が「力強い」支援策が「力強い」支援策が「力強い」支援策が「力強い」支援策が「力強い」支援策が「力強い」支援策が
住民の定住につながる！住民の定住につながる！住民の定住につながる！住民の定住につながる！住民の定住につながる！住民の定住につながる！

現
状
の
枠
組
み
の
中
で
は
難
し
い


